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彙
　
報

�

名
古
屋
大
学
東
洋
史
学
研
究
室

二
〇
二
二
年
度
東
洋
史
関
係
講
義
題
目

学　

部

〈
概
論
〉

　

東
洋
史
概
論
Ⅰ 

土 

屋 　

洋 

准
教
授

　

東
洋
史
概
論
Ⅱ 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

〈
基
礎
演
習
〉

　

東
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅰ 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

　

東
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅱ 

加
藤
久
美
子 

教
授

　

東
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅲ 

土 

屋 　

洋 

准
教
授

〈
講
義
〉

　

中
国
史
講
義
Ⅱ 
土 

屋 　

洋 

准
教
授

　

中
国
史
講
義
Ⅲ 
林　

謙
一
郎 

准
教
授

　

東
南
ア
ジ
ア
史
講
義 

加
藤
久
美
子 

教
授

　

西
南
ア
ジ
ア
史
講
義 

三
田　

昌
彦 

助
教

〈
講
読
〉

　

中
国
史
外
書
講
読
ａ
・
ｂ 

林　

謙
一
郎 
准
教
授

　

東
南
ア
ジ
ア
史
英
書
講
読
ａ
・
ｂ 

加
藤
久
美
子 

教
授

〈
演
習
〉

　

中
国
史
演
習
Ⅰ
ａ
・
ｂ 

土 

屋 　

洋 

准
教
授

　

中
国
史
演
習
Ⅱ
ａ
・
ｂ 

井 

上 　

進 　
　

 

非
常
勤
講
師

　

東
南
ア
ジ
ア
史
演
習
ａ
・
ｂ 

加
藤
久
美
子 

教
授

　

卒
業
論
文
演
習 

加
藤
久
美
子 

教
授

 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

 

土 

屋 　

洋 

准
教
授

大
学
院

〈
演
習
〉

　

中
国
近
世
史
演
習
ａ
・
ｂ 

井 

上 　

進 　
　

 

非
常
勤
講
師

　

東
南
ア
ジ
ア
近
世
史
演
習
ａ
・
ｂ 

加
藤
久
美
子 

教
授

　

中
国
民
族
史
演
習
ａ
・
ｂ 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

　

中
国
民
族
史
史
料
演
習
ａ
・
ｂ 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

　

中
国
古
代
史
演
習
ａ
・
ｂ 

土 

屋 　

洋 

准
教
授

　

東
洋
史
学
方
法
論
演
習
ａ
・
ｂ 

加
藤
久
美
子 

教
授

 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

 

土 

屋 　

洋 

准
教
授

〈
講
読
〉

　

東
南
ア
ジ
ア
近
世
史
英
書
講
読
ａ
・
ｂ 

加
藤
久
美
子 

教
授

〈
研
究
〉

　

東
南
ア
ジ
ア
史
研
究 

加
藤
久
美
子 

教
授

　

中
国
民
族
史
研
究 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

　

西
南
ア
ジ
ア
史
研
究 

三
田　

昌
彦 

助
教

　

中
国
史
研
究
Ⅱ 

土 

屋 　

洋 

准
教
授
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二
〇
二
一
年
度
学
士
論
文
題
目

　

台
湾
工
芸
の
父
―
顔
水
龍
と
そ
の
生
涯
― 

服
部　

千
夏

　

清
末
期
の
新
式
学
堂
に
お
け
る
音
楽
教
育
の
実
践 

下 

田 　

梓

　

唐
才
常
と
日
本 

岸　

 

史 

菜

二
〇
二
一
年
度
修
士
論
文
題
目

　

唐
宣
宗
・
懿
宗
時
期
に
お
け
る
西
北
地
区
に
対
す
る
再
進
出
策

　
　

―
張
氏
帰
義
軍
へ
の
対
策
を
中
心
に
― 

王 　

曦 

冉

　

明
代
に
お
け
る
廷
杖
制
度
の
確
立
と
展
開 

曹　

 

紳 

純

　

鄭
和
の
大
航
海
と
15
世
紀
ア
ジ
ア
の
海
上
貿
易

　
　

―
朝
貢
貿
易
を
中
心
に
― 

趙　

 

文 

雯

　

貴
州
苗
人
の
女
性
と
婚
姻
に
関
す
る
記
述
と
現
実

　
　

―
明
、
清
の
貴
州
東
部
を
中
心
に
― 

楊　

 

潔 

鈁

二
〇
二
二
年
度
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
大
会
報
告

　

大
会
中
止
の
た
め
報
告
な
し

二
〇
二
二
年
度
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
例
会
報
告
（
九
月
三
日
）

　

18
世
紀
前
半
の
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
に
お
け
る
山
地
民 

謝　

 

曦 

翎

　
　
編
　
集
　
後
　
記

　

会
誌
四
七
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
に
は
ベ
テ
ラ
ン
の
書
き
手
に

よ
る
論
説
を
は
じ
め
、
意
欲
溢
れ
る
諸
作
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
川
戸
貴
史
先
生
（
日
本
中
世
貨
幣
史
・
名
古
屋
市
立
大
学
）
に
は

非
会
員
な
が
ら
特
別
に
書
評
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
篤
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
今
号
か
ら
井
上
・
加
藤
両
先
生
に
よ
る
『
清
実
録
』

訳
注
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
謝
氏
の
研
究
ノ
ー
ト
と
内
容
的
に
深
く
連
関
し
て

お
り
、
両
記
事
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
興
味
倍
増
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

さ
て
前
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
一
昨
年
相
次
い
で
研
究
室

の
先
輩
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
お
二
方
、
丹
羽
兌
子
・
東
晋
次
両
先
生

の
追
悼
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
そ
こ
に
掲
載
し
た
丹
羽
先
生
の
遺
稿

は
、
元
々
二
〇
一
九
年
に
文
学
部
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
た
際
企
画
さ
れ
た

記
念
誌
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
す
。
諸
般
の
事
情
か
ら
記
念
誌
は
発
刊
さ
れ

ず
、
遺
稿
は
研
究
室
で
お
預
か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
ご
遺
族
の
ご
承

諾
を
得
て
、
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
都
築
・
江
村
両
先
生
と
榎
本
の
追
悼
文

と
と
も
に
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
丹
羽
・
東
両
先
生
の
人
物
像
の
み
な
ら

ず
、
両
先
生
が
生
き
、
か
つ
勉
学
・
研
究
に
勤
し
ん
だ
か
つ
て
の
東
洋
史
研

究
室
の
「
空
気
」
を
思
い
出
し
、
あ
る
い
は
追
体
験
し
、
心
に
描
い
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
こ
こ
に
両
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

 

（
編
集
担
当　

榎
本
）




